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研究成果の概要（和文）：認知的尺度に基づく動画検索に関する研究では、動画に投稿された時刻同期コメント
を利用し、視聴者が「かわいい」や「高音綺麗」などと言っている動画を探すことを実現した。研究成果を
ICDMW 2016で発表し、Webサービス「Songriumコメント分析」（http://comment.songrium.jp/）として公開し
た。N次創作活動のモデル化に関する研究では、派生コンテンツの制作を引き起こした要因を推定するためのモ
デルを提案した。研究成果をCIKM 2016で発表し、Webサービス「Songrium派生要因分析」（http://factor.
songrium.jp）を公開した。

研究成果の概要（英文）：The first research topic is video search based on cognitive keywords. We 
used time-synchronized comments posted to videos and enabled users to search for videos in which 
viewers post comments such as "cute", "gentle voice", and "great lyrics". Our paper was published in
 ICDMW 2016. We also released a Web service "Songrium comment alnalysis" (http://comment.songrium.
jp/). The second research topic is modeling N-th order derivative creation. We proposed a model to 
estimate factors that trigger derivative creation. Our paper was published in CIKM 2016. We also 
released a Web service "Songrium factor analysis" (http://factor.songrium.jp).

研究分野： 情報検索・知識抽出
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
様々なコンテンツの中でも、専門的な知識

を持たない人々が比較的容易にコンテンツ
を制作・発信可能になった分野として動画が
あげられる。動画の場合、コンテンツの量が
増加するだけでなく、ある動画の画像や音楽
を再利用した新たな動画が作成されること
も多く、タイトルや音楽のような表面的な特
徴が類似した動画も増加している。このよう
に、オリジナルコンテンツから次々と新しい
派生コンテンツが制作される活動は N 次創
作活動と呼ばれる。このような状況の中で、
現在の動画の発信・検索環境には以下の問題
があると申請者は考えている。 
・制作者：個性を活かした動画を作っても、
その個性が持つ価値を適切に発信できず、見
てもらえない。そのため、多くの制作者が、
人気のあるトピックに関する動画を作るよ
うになったり、過剰な SEO（検索エンジン最
適化）を行ったりする。 
・ユーザ：多様な個性を持つ動画に気づきに
くく、また気づいても検索が難しい。 
・コミュニティ：上記の理由から、コミュニ
ティにおける動画の持つ個性の多様性が失
われる。 
これらの問題に対して、次の二つの解決すべ
き点があげられる：(１) 既存の人気度および
適合度による動画検索からの脱却。(２) 制作
者任せの動画の発信からの脱却。 
上述のように、動画の数が急激に増加し、

その中には表面的には類似した動画も多数
存在する。しかし申請者は、それぞれの動画
は各制作者の個性が活かされた固有の価値
を持つものであると考える。その価値が適切
にユーザに届けられるためには、動画の人気
度や検索キーワードとの適合度に基づいた
従来の動画検索・発信を超えた、より柔軟な
検索尺度に基づく検索の支援および、動画の
制作者の発信支援が重要であるという考え
のもと着想に至った。 
 
２．研究の目的 
(1) 動画検索支援 
従来の動画検索では、動画のタイトルやタ

グに含まれるであろう単語をユーザがキー
ワードとして入力し、検索結果を再生数の多
い順等で並び替えて閲覧することが一般的
であった。それに対して本研究では、「かわ
いい」や「高音綺麗」、「イントロ超かっこい
い」などのように、コンテンツを見たユーザ
がどう感じるかという観点（認知的観点）に
基づく動画検索を実現することを目的とす
る。また、研究成果を誰もが無償で利用でき
るように Web サービスとして公開すること
も目的とする。 
 
(2) 動画発信支援 

N 次創作活動において、クリエータが動画
を作成し発信するためには、N 次創作の元と
して使用したくなるオリジナルコンテンツ

を発見することが重要となる。本研究では、
派生コンテンツの制作を引き起こした要因
を推定することで、N 次創作におけるオリジ
ナルコンテンツの特徴や派生コンテンツ間
の関係を可視化することを目的とする。これ
により、N 次創作においてクリエータが使用
するオリジナルコンテンツを発見する際の
意思決定支援を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 動画検索支援 
本研究では視聴者によって動画の再生時

刻と同期して投稿されたコメント（時刻同期
コメント）を利用するというアプローチをと
る。時刻同期コメントにはランキングの生成
に有用なコメントが記述されやすいと仮定
し、動画共有サービスのニコニコ動画
（http://www.nicovideo.jp）の時刻同期コ
メントからクエリにとって有用なコメント
を推定する。 
検索クエリに対するコメントのランキン

グ指標としての有用度は SVM の線形回帰に
より求める。線形回帰を用いたのは、学習デ
ータの数に対して特徴量の次元数が大きい
ためである。 
ニコニコ動画のコメントでは、「かわいい」

という気持ちをより強く表現するために、
「かわぃぃいいいいい！！！」のように文字
や記号を繰り返したコメントが存在する。つ
まり、元々は同じ意味を表すコメントである
にも関わらず、繰り返されている文字の数が
異なるために別の文字列となるようなコメ
ントが多数存在する。コメントの有用度を求
める際に、そのようなコメントを別々に扱う
と、データセット内での各コメントの出現数
が少なく、特徴量を計算するうえで不十分で
あることが起こりうる。本研究では、繰り返
し文字を除去したり半角英数字を全角に変
換したりすることでコメントの正規化を行
った。 
正規化された各コメントに対して、クエリ

との関連度やコメントの文字数、形容詞の有
無、文字バイグラムなど 14 カテゴリの特徴
量を求め、コメントの有用度推定に用いる。 
 
(2) 動画発信支援 
 提案モデルでは、クリエータが派生コンテ
ンツを制作する際に次の３つの要因が影響
すると考える：オリジナルコンテンツの魅力、
オリジナルコンテンツの人気、派生コンテン
ツの人気。３つの各要因に対する重要度はク
リエータによって異なると考えられるため、
提案モデルではクリエータと各要因の関係
の強さも考慮する。さらに提案モデルでは、
オリジナルコンテンツと派生コンテンツの
人気度を考慮するためにコンテンツのラン
キング情報を利用する。具体的には、web の
検索結果の閲覧モデルを参考に、ランキング
で上位に出現したコンテンツほど高い確率
で多くのクリエータの目に触れるため N 次



創作活動において高い影響力を持つという
仮説に基づいたモデル化を行う。提案モデル
は、確率的 EM アルゴリズムを用いることで
派生コンテンツの制作を引き起こした要因
を推定する。 
 
４．研究成果 
(1) 動画検索支援 
 50 個のクエリを用いた評価実験の結果、
提案手法によって推定された有用度と評価
者によって判定された有用度の相関は平均
で 0.7547 を達成した。コメントの有用度推
定に特に有用な素性は文字バイグラムであ
り、その他にもコメントの文字数や形容詞の
有無が有用であることが確認された。クエリ
に関する動画を再生数の多い順に表示する
従来のランキングと、ユーザが選択したコメ
ントに基づいて生成されるランキングを比
較したところ、上位 30 件の重複の平均は
2.923 件であり、コメントを検索に用いるこ
とで従来のランキング方法では発見が困難
な動画を閲覧可能なランキングを生成でき
ることを示した。 
 以上の結果を元に、視聴者の反応を用いた
動 画 の 検 索 が 可 能 な web サ ー ビ ス
「 Songrium コ メ ン ト 分 析 」
（http://comment.songrium.jp/）を公開した
（図 1）。 

 Songrium コメント分析の主な機能を以下
にあげる。 
① おすすめのコメントから動画を探す 

トップページには、おすすめのコメント
がふわふわと浮いて表示される。「更新」
ボタンをクリックすると次々にコメン
トが入れ替わるので、気になるコメント
が出るまでクリックすることができる。
気になるコメントをクリックすると、左
ペインにそのコメントが含まれる動画
のリストが表示される（図 2）。 

② 直接コメントを検索 
画面左上のボックスはコメント検索ボ
ックスである。文字を入力するとコメン
ト候補リストが表示されるので、その中
からコメントを選択できる（図 3）。 

③ コメントシークバー 
動画を再生するとプレイヤーの下にグ
ラフが表示される。グラフはコメント
（類似コメントも含む）がどの時点で盛

り上がっているかを表している。グラフ
の山をクリックすると、盛り上がりにジ
ャンプする事ができる。グラフの下に表
示されているコメントをクリックする
と盛り上がりの山を順にジャンプして
いく事ができる。また、虫眼鏡アイコン
をクリックすると、そのコメントで動画
を検索する事ができる（図 4）。 

 
(2) 動画発信支援 
 ニコニコ動画に投稿された「歌ってみた」、
「踊ってみた」、「演奏してみた」の 3カテゴ
リを対象に評価を行った。オリジナルコンテ
ンツの魅力、オリジナルコンテンツの人気、
派生コンテンツの人気の 3要因を考慮する有
用性を検証するために、k個（k=1, 2, 3）の
要因を用いたモデルの精度を比較した。その
結果、3 要因の全てを考慮した場合が最もモ
デル化の精度が高くなることを定量的にし
めした。 
 以上を元に、派生要因の推定結果を閲覧で
きる web サービス「Songrium 派生要因分析」
（http://factor.songrium.jp/）を公開した。 

図 1 Songrium コメント分析 

図 3 コメントの直接検索機能 

図 4 コメントシークバー機能 

図 2 おすすめのコメント表示機能 



 Songrium 派生要因分析の主な機能は以下の
通りである。 
① オリジナル曲のマッピング 

オリジナル曲ごとに派生コンテンツと
派生クリエータを分析することで、オリ
ジナル曲を「定番曲」「流行候補曲」「チ
ャレンジ曲」「玄人受け曲」の４つの特
性との関連度の自動推定結果に基づい
てマッピングしている。これにより、派
生コンテンツを創作する際に、自分が重
視する特性を基にオリジナル曲を決め
ることが可能となる（図 5）。 

 
② 派生ツリー 

オリジナル曲を起点として、派生コンテ
ンツがどのコンテンツの影響を受けて
創作されたかを自動推定した結果がツ
リー状に表示される。派生コンテンツの
創作において大きな影響を与えたコン
テンツという、今までとは違った視点で
動画を探索することが可能になる（図 6）。 

③ 派生クリエータ特性分布 
派生クリエータが派生コンテンツを創
作するときに「オリジナル曲の魅力」「オ
リジナル曲の人気」「派生コンテンツの
人気」の３つをどの程度重視しているか
を自動推定した結果を表示する。これに
より、オリジナル曲の派生クリエータの
特性を一望することができる（図 7）。 
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図 5 オリジナル曲のマッピング機能 

図 6 派生ツリー表示機能 

図 7 派生クリエータ特性分布表示機能 


